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日本では第二次世界大戦後、学術研究の民主化が叫ばれ、地質学分野で

は、1947（昭和22）年、地学団体研究会（地団研）が結成されました。

考古学、人類学等の各分野との学際的・横断的研究が、1950年代～60年

代に全国のいくつかのフィールドで始まり、そうしたフィールドの一つで

ある野尻湖発掘では、信州大学がその研究の推進に大きな役割を果たしま

した。 

今回の企画展では、野尻湖発掘を概観するとともに、信州大学人の活動

を取り上げ、学術研究にどのように貢献したのかについて展示します。

ごあいさつ

信州大学 大学史資料センター

4展示案内図へ戻る



Ⅰ 野尻湖発掘概観Ⅰ 野尻湖発掘概観

5



1962（昭和37）年に、現在まで続く野尻湖発掘調査が始まりました。

この発掘調査が開始される前提には、戦前からの信州をフィールドとした

地質学、生物学など博物学研究によって蓄積されてきた学際的研究の伝統

と、それを支える教育的基盤（長野県師範学校と信濃教育会・教員の自主

的研究）の伝統がありました。

発掘前史
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展示資料 No.1 田中阿歌麿・平澤福松「野尻湖に就て（其一・其二） 」

『信濃博物学雑誌』（27）（28）

信濃博物学会

1907（明治40）年、1908（明治41）年

信州大学附属図書館 蔵

野尻湖に関する最初の学術論文。田中阿歌麿

（1869‐1944）は、国内の主要湖沼を初

めて科学的に調査し、日本の湖沼学・陸水学

を開拓した。論文を掲載した『信濃博物学雑

誌』は長野県の初等教育の教員を中心に組織

された信濃博物学会の機関誌。地方の研究会

でありながら全国レベルの研究が行われた。
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展示資料 No.2 田中阿歌麿『野尻湖の研究』

信濃教育会上水内部会

1926（大正15）年

信州大学附属図書館 蔵

（旧制松本高等学校蔵書）

資料No.１の論文の成果を含む野尻湖に関する

地質・生物から考古学、民俗・伝承、生活に

いたるまでの学術的総合研究。発行の母体は

信濃教育会上水内部会。田中を中心に長野県

の教員が調査研究を支えた。
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展示資料 No.3 芹沢長介・麻生優
「北信・野尻湖底発見の無土器文化（予報）」

『考古学雑誌』39巻2号 日本考古学会

1953（昭和28）年

信州大学附属図書館 蔵

野尻湖の湖底に無土器文化の存在を確認した。

あわせてナウマンゾウの臼歯の存在を初めて報

告したもの。ナウマンゾウの出土層位と石器出

土層位の関係の究明に言及するが、ただちに野

尻湖発掘に結び付くことはなかった。
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展示資料 No.４ 富沢恒雄「長野県北部野尻湖周縁の地質と象化石」

『地質学雑誌』731号 日本地質学会

1956（昭和31）年

信州大学 農学部図書館 蔵

1948（昭和23）年加藤松之助がナウマンゾ

ウ臼歯（資料５）を発見した。翌年地質学者

八木貞助の「１０万年前の象の歯」とのコメ

ントが信濃毎日新聞に掲載されたが、正式な

学術報告としてはこの論文が最初であった。

富沢は長野県の高等学校の理科教員。

10展示案内図へ戻る

参考： https://doi.org/10.5575/geosoc.62.409（J-Stage）

https://doi.org/10.5575/geosoc.62.409


1961（昭和36）年夏、ナウマンゾウの臼歯の化石が見つかった地層を

検討していた豊野層団体研究グループ、信州ローム研究会の研究者は、確

かめるためには「まず掘ってみよう」という井尻正二の提言をきっかけに

して野尻湖底を発掘することにしました。同年12月、「野尻湖発掘実行準

備委員会」が結成され、信州大学教育学部の斉藤豊を総責任者とし、合計8

名によって準備が進められました。第一次調査は、信州大学医学部鈴木誠

を団長に1962（昭和37）年3月26日から28日までの3日間行われ、それ

以後1965（昭和40）年の第4次発掘調査まで毎年行われました。

発掘への準備

11



展示資料 No.５ ナウマンゾウの臼歯（レプリカ）

1948（昭和23）年10月採集

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

1948（昭和23）年、野尻湖畔の旅館の主人

加藤松之助が発見したナウマンゾウの臼歯。

資料４の富沢論文により学術報告がされ、野

尻湖発掘への手掛かりとなった。
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３D画像： http://nojiriko-museum.com/?page_id=2623
（野尻湖ナウマンゾウ博物館Webサイト）

http://nojiriko-museum.com/?page_id=2623


加藤松之助発見の化石についての新聞記事

1949（昭和24）年9月27日 信濃毎日新聞

資料4で学術報告される前に、地質学者八木貞介が10万年前のゾウの化石だとする見解を示していた。
13



出典：川崎悟司「ゾウの臼歯はベルトコンベア式」
https://ameblo.jp/oldwarld/entry-10069867928.html

出典：野尻湖発掘調査団『発掘の手びき 第８次野尻湖発掘』，p.40.
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展示資料 No.６ 『信州ローム』 No.4 - No.8

信州ローム研究会

1958（昭和33）年～1963（昭和38）年

信州大学 大学史資料センター 蔵

（卒業生寄贈）

信州大学医学部第二解剖学教室に事務局を置

いた信州ローム研究会が発行した雑誌。

医学部の鈴木誠を中心に、人類が登場した第

四紀の地質・地形・人文地理・人類・考古・

生物の各学術分野を関心の対象とした研究会。

信州大学教育学部の斉藤豊を中心とした信州

大学出身者からなる豊野層団体研究グループ

とともに第1次から第4次の野尻湖発掘を支え

た。
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戦前～戦後1950年代頃までの
博物学・地質学・考古学のようす

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

戦前の信濃教育会を母体とした教員による学

術調査、研究の伝統と、戦後の民主主義の理

念に基づく新しい団体研究の実践が結びつい

て戦後の地質学・考古学の研究が進められ、

豊野層団体研究グループと信州ローム研究会

とが協力して野尻湖発掘が始まった。
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加藤松之助とナウマンゾウ臼歯

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵
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黒姫山の大崩落により7万年前に誕生した野尻湖は、現在まで湖であったことでナウマンゾウなどの大型動物が集まりやすく、
また湖底に動植物が化石として残りやすい状態を作り出した。（野尻湖の奥中央が立が鼻 左：黒姫山 右：妙高山） 18



野尻湖の位置と発掘区

野尻湖ナウマンゾウ博物館（2016）「第20次野尻湖発掘の地質学的成果」『野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告 第20次野尻湖発掘報告書』第24号，p15．と

野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962‐1973』，共立出版，p13・26・186．をもとに作成
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野尻湖遺跡群

1953（昭和28）年の芹沢長介らによる杉久

保遺跡のナイフ形石器紹介から始まった野尻

湖遺跡群の研究は、ナウマンゾウ臼歯の学術

報告と野尻湖発掘及び並行して行われた陸上

発掘調査、さらには上信越自動車道建設に伴

う発掘調査により、広大な先土器時代（旧石

器時代）遺跡群の存在が明らかになった。
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野尻湖層の層序 （図１～４）

野尻湖層の層序区分の変遷

野尻湖ナウマンゾウ博物館（２００６）「第15次野尻湖発掘の概要と成果」『野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告』第14号，ｐ４．

図１ 地層の区切り方（層序）が発掘調査の進展にょって次第（左から右へ）精密で正確なものに
なってきたことを示している。

野尻湖層の層序表
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野尻湖底からはナウマンゾウやヤベオオツノシカ

などの生物の化石が見つかっている。生物がどの

ような時代に生きていたのかを考える上で決め手

となるのは、化石が埋まっていた野尻湖層と呼ば

れる湖底に堆積した地層に含まれる様々な情報

（火山灰、石器、動物化石、花粉化石、古環境）

をまとめて、地層の重なりを調べることである。

図1～4はそれらの結果を示すものである。

野尻発掘地の地質ブロックダイアグラム

図３ 野尻湖の発掘地の地層の様子を立体的に示したもの。右側（北東）では基盤と
なる岩盤が地上近くまで来ていて、湖底の堆積層が薄いこと、左側（南西）は
堆積層が厚いことがわかり、発掘する際の目安とすることができる。

野尻湖ナウマンゾウ博物館（２００３）『野尻湖ナウマンゾウの狩人をもとめて』，ｐ１２．
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野尻発掘の成果

図４ 地層の層序を基準に、火山灰、出土石器、動物化石、植物や気候の変化をまとめたもの

野尻湖発掘調査団（２０１８）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』，ｐ６８－６９．

展示案内図へ戻る



「まず実践、掘ってみよう」を合言葉にナウマンゾウ臼歯化石の産出層

準を探ることを目的に始まりました。発掘が進む中で野尻湖層と命名する

とともに、当時が最終氷期の寒冷期にあたっていたこと、旧石器の剥片の

出土から人類との関わりが課題となりました。

発掘のはじまり
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高田・城北中学校生と小林忠夫

第1次発掘最終日に中学生によって

大腿骨化石が見つかった。

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵
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1962（ママ）年12月「野尻湖発掘のお知らせ」チラシ

1962（昭和37）年3月に行われた第1次

発掘調査を予告するチラシ。

発行年の1962年は1961年の誤記。

酒井 潤一氏 蔵
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第1次、第2次発掘出土品

第1次発掘 オオツノシカの上あごの奥歯 第2次発掘 オオツノシカのツノ

第1次発掘の際にナウマンゾウの大腿骨化石と
共にオオツノシカの化石が発見された。それま
で熱帯の動物とされていたナウマンゾウが、氷
河期の代表的な動物であるオオツノシカと同時
代に野尻湖周辺にいたことがわかった。野尻湖
層に含まれていた花粉化石の鑑定結果は亜寒帯
から冷温帯の植物であった。野尻湖層の14C法
（放射性炭素法）による絶対年度の測定値と合
わせ、ナウマンゾウとオオツノシカが生息して
いたのはウルム氷期（最後の氷期）の最も寒い
時期ということがわかった。 出典：野尻湖発掘調査団（1975）『野尻湖の発掘写真集』，p10，p11，ｐ15，共立出版株式会社. 27



展示資料 No.７ 発掘調査で初めて出土した石器の剝片（レプリカ）

1964（昭和39）年

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

石器作成の際の剥片。無斑晶質安山岩製。

ナウマンゾウと同時代に石器製作を行う人類

がいた可能性を示す初めての資料。第3次の発

掘調査で出土した。
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展示資料 No.８ 野尻湖新聞（4次）3月26日号～3月29日号

1965（昭和40）年3月

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

（仁科良夫資料）

初めて発行された野尻湖新聞。発掘調

査期間中の3月26日から29日まで4号

が発行され、参加者全員に情報共有の

ために配布された。以後、各発掘調査

に際して発行された。
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展示資料 No.９ 「氷河時代の日本」展 図録

1965（昭和40）年

信州大学 大学史資料センター 蔵

第4次発掘後、成果を公表するために、東京・

伊勢丹百貨店、大阪・阪神百貨店、諏訪・丸光

百貨店で展示会を開催した。展示資料は伊勢丹

開催時のもの。
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モグラののぼりを立てて発掘する信州大学の学生たち

「氷河時代の日本」展 図録より 31



展示資料 No.10 『野尻湖のぞう』（福音館書店）

1969（昭和44）年

信州大学 大学史資料センター 蔵

文章：井尻正二、挿絵：金子三蔵。

第1次から第4次までの発掘の成果を子ども

たちにもわかるような形でやさしく解説して

いる。1976（昭和51）年に新版が出され、

現在も入手できる。
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復元図に見る発掘の歴史

第1次発掘から第4次発掘

までの成果をもとに、井尻

正二氏と画家の金子三蔵氏

によって描かれた復元図

発掘が始まる前の復元図（井尻・金子、1961（昭和36）年）
ナウマンゾウは南方系と考えられていた

第１次発掘後の復元図（井尻・金子、1962（昭和37）年）
北方系と考えられていたヤベオオツノジカがナウマンゾウと共存していたことが明らかになった

第２次発掘後の復元図（井尻・金子、1963（昭和38）年）
花粉化石と放射年代から氷期の野尻湖が復元された

第３次発掘後の復元図（井尻・金子、1964（昭和39）年）
石器の発見で「野尻湖人」の存在が浮かび上がってきた

第４次発掘後の復元図（井尻・金子、1965（昭和40）年）
野尻湖がキルサイトであった可能性が描かれている 図：野尻湖ナウマンゾウ博物館 提供 33展示案内図へ戻る



1965（昭和40）年の第4次発掘以後、1973（昭和48）年まで、発掘は

中断しました。発掘再開には周囲の研究状況の進展がありましたが、特に

文部省科学研究費による第四紀総合研究が再開にあたって果たした役割は

大きいものがありました。

発掘の再開
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展示資料 No.11 『第四紀』No.18（第四紀総合研究連絡誌 野尻湖発掘特集

号）

1973（昭和48）年1月

信州大学 大学史資料センター 蔵

本資料は、第5次発掘を実施するための準備

資料で、第四紀総合研究の一環として発行さ

れた。地形・地質、花粉化石、ナウマンゾ

ウ・オオツノシカ、石器などの各分野から報

告がなされている。編集後記の文末は、「野

尻湖で会いましょう！」で結ばれている。
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第5次発掘の準備・年表

1965年の第4次発掘から8年の発掘休止期
を経て、第5次発掘は1973年に行われた。
第5次発掘がいかに慎重で長期間の準備に
より再開されたのかがわかる。

野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出版
36



野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出版 37



野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出版
38



第5次発掘出土品

ナウマンゾウの牙（月）とヤベオオツノシカの掌状角（星）の化石が寄り添うような
形で発見され、人為的に並べた可能性も考えられた。

野尻湖人がナウマンゾウやヤベオオツノシカと同時代に生きて
いた可能性が高まった。

左；二次加工のある骨製剥片 右；骨製基部加工剥片

野尻湖ナウマン象博物館提供

「月と星」

野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出版，図版６． 39



展示資料 No.12 野尻湖新聞（第5次）

1973（昭和48）年3月

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

（仁科良夫資料）

第5次発掘に際し発掘情報を共有するために

発行。参加者や関係者に配布された。発掘開

始前日のNo.1から終了のNo.8まで発行され

た。
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第６次発掘出土品

ナウマンゾウの牙の先端を加工した化石が
発見され、その形から「ヴィ－ナス」ではない
かと言われた。

足跡や昆虫の巣穴などの生痕化石を
ラミナ掘りで発見

生痕化石（水生昆虫の巣穴）

生痕化石（オオツノシカ？の足跡）ヴィーナス像（？）

出典：野尻湖成婚グループ（１９８０）「野尻湖層の生痕化石と淡
水生物の生痕」『地質学論集』第19号p203-214,図版Ⅰ・Ⅱ．
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ナウマンゾウの足跡化石

蹄の形が残っている足跡化石

ナウマンゾウの足跡の並び（行跡）

出典：野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』p56，ｐ５７． 42



展示資料 No.13 発掘の手びき 第8次野尻湖発掘

1981（昭和56）年

野尻湖発掘調査団

信州大学 大学史資料センター 蔵

発掘の体制や手法が進展し、かつ参加者が増

加したことから、野尻湖発掘全体を共有する

ための手引きがつくられた。
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第８次発掘出土品

左：骨製スクレイパー
中央：骨製ナイフ
右：骨製尖頭器

骨製の道具は、クリーヴァー、スクレイパー、ナイフ、尖頭器、剥片等が出土して
いる。このうちスクレイパーはナウマンゾウのすねの骨を加工したもので、皮な
めしの際の思号を掻き取るときに使われたと考えられている。

野尻湖ナウマンゾウ博物館（２００３）『ナウマンゾウの狩人をもとめて』，ｐ２９．
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野尻湖発掘調査団（２０１１）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘５０年記念誌』，ｐ２０．

考古学の発掘調査は、人間活動により形成された文化層による発掘を行うが、野尻湖の
自然堆積の環境把握のためにラミナ掘りの手法を用いて地質の違いを基に地層の調査
が行われた。

発掘手法の進展－ラミナ掘りの方法－
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第5期（第20次～第23次発掘）：氷河時代の野尻湖人とナウマンゾウ、ヤベオオツノシカとの関わりや、自然環境
のようすを明らかにするために、これまでキルサイトの証拠がたくさん発見されてきたⅠ区での発掘が再開された。

第4期（第14次～第19次発掘）：ナウマンゾウと人類の共存という仮説を証明するために長期的展望に基づい
た調査が行われるようになった。第15次発掘後、Ⅲ区F列周辺のキルサイト（人為的な動物の解体場）の状況の
調査に力を入れるようになった。

第4期（第14次～第19次発掘）
の発掘グリッド

第5期（第20次～第23次発掘）
の発掘グリッド

野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グループ（2016）「第20次野尻湖発掘の地質学的成果-野尻湖発
掘地とその周辺の地質 その20-」『野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告書』第24号，p15.をもとに作成

中期目標と中期
目標以降の調査

中期目標

中期目標以降
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立が鼻砂部層の古水系（流路）図 Ｔ２ユニット堆積

※ピンク色のグリッドで骨器・骨資料などの接合資料が見つかってい
る。

中期目標では、Ⅲ区F列の調査からキルサイト
の証拠は十分な成果をあげられなかったが、
野尻湖に流れ込む河川によって形成された地
層の様子を詳しく知ることができた。

Ⅰ区は発掘調査を開始し、キルサイトの証拠が多く
見つかった場所で、特に北東部にナウマンゾウの化
石が、前肢群・肋骨群・頭骨群とほぼ1頭分見つ
かっていた。ナウマンゾウの骨をみると、解体したナ
ウマンゾウの骨を加工して骨器をつくり、それでさら
に解体を進めたようすもわかってきたことから、さら
にキルサイトの証拠を調査する必要があった。

中期目標でわかったこと
中期目標以降にⅠ区へ調査地区を再設定した理由

立が鼻砂部層Ｔ4ユニットにおける化石と遺物の分布
野尻湖地質グループ（2014）「第19次野尻湖発掘の地質学的成果とⅢ区F列周辺における立が鼻砂部層の
堆積環境-野尻湖発掘地とその周辺の地質 その19-」『野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告書』第22号，
p23.

野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』,ｐ60.をもとに作成
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金子三蔵氏は、旧石器人（野尻湖人）のナウマンゾウ狩りの様子を想像し、
子供にも大人にもわかりやすく描いた。

48展示案内図へ戻る



Ⅱ 野尻湖発掘と信州大学Ⅱ 野尻湖発掘と信州大学
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野尻湖発掘60年の歩みは、第1期から第5期に分けることができます。1962（昭和

37）年から1965（昭和40）年の第1期では「まず実践」を合言葉に試行錯誤の調査が行

われ、その後の調査の基本が据えられました。発掘調査を質的に変え、現在に続く調査体

制ができたのが第2期の第5次調査で、これを契機に信州大学に事務局を置き、大勢の参

加を得た発掘調査の体制が整えられました。その後は出土する様々な資料の情報を確実に

つかむための調査手法の深化によって、さらに新しい課題の設定と新事実の認識という好

循環が生まれていきました。そして、2001（平成13）年、地元野尻湖ナウマンゾウ博物

館に事務局が移転することで中期計画に基づく調査、成果の公表など、博物館を拠点とし

た持続可能な体制が整えられ、発掘開始100年を目指した調査が進められています。

発掘の歩み
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展示資料 No.14 地団研 長野支部報 No.20

1966（昭和41）年5月1日

野尻湖発掘調査団

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

（仁科良夫資料）

1965（昭和40）年の再結成を契機に発行さ

れた地学団体研究会長野支部の会報。掲載さ

れた会員名簿から、小中学校の教員と教育学

部の学生が中心であったことがわかる。
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展示資料 No.15 『長野県野尻湖のナウマン象化石をめぐる問題点』

1962（昭和37）年3月

豊野層団体研究会・信州ローム研究会 編

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

（仁科良夫資料）

第1次発掘を支えた豊野層団体研究グループ

と信州ローム研究会が、発掘準備のために作

成した冊子。発掘の意義と目的、地質、化石、

考古の各分野からの問題提起、参考文献、発

掘計画から構成されている。
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展示資料 No.16 『掘って掘って また掘って
－まんが野尻湖発掘ものがたり－』

1983（昭和58）年3月24日 第1刷発行

野尻湖発掘調査団

信州大学 大学史資料センター 蔵

まんがによって野尻湖発掘をわかりやすく解

説。各地の友の会が分担して執筆している。
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展示資料 No.17 発掘アンケート

1973（昭和48）年3月26日

発掘調査団本部 苦情うけたまわり係

野尻湖ナウマンゾウ博物館

（仁科良夫資料）

発掘調査がスムーズに進められるよう、発掘

調査団本部苦情うけたまわり係が小学生から

大人までを対象に行ったアンケートの用紙。

設問は全員、小中高生、大人に分けて作られ

ている。
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展示資料 No.18 第5次野尻湖発掘参加申込書

1973（昭和48）年

野尻湖ナウマンゾウ博物館

（仁科良夫資料）

1973（昭和48）年1月15日締切の発掘参加

申込書。
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展示資料 No.19 仁科良夫様 受付番号37（第5次発掘参加受付通知）

1973（昭和48）年

野尻湖ナウマンゾウ博物館

（仁科良夫資料）

発掘調査参加の受付番号、必要経費、所属す

る班名、班の責任者名を知らせている。
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野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出
版．

野尻湖発掘調査団（1975）「ナウマン象と野尻湖人 第6次野尻湖発掘の記録」『野
尻湖発掘に託す夢』「国土と教育」臨時増刊35号，p70-78．

斎藤豊先生退職記念事業会（１９９０）『旋風65年 信州大学退職記念誌』
野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』

野尻湖発掘調査団（2018）『野尻湖のナウマンゾウー市民参加でさぐる氷河時代ー』，
新日本出版．

信州大学文理学部同窓会（1999 ）『信州大学文理学部同窓会報 母校開学五十周年記
念特集号』第27号，p.22.

地質学会「2016年度名誉会員 熊井久雄」，
https://geosociety.jp/outline/content0176.html

赤羽貞幸（2022）「野尻湖発掘60年の歩みと野尻湖方式」『野尻湖発掘 ６０周年記
念シンポジウム』，p5．
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代

表

・

信

州

大

学

理

学

部
、

郷

原

保

真
）

を

実

施

す

る

こ

と

に

決

定

第

4

次

発

掘

ま

で

の

成

果

と

経

験

を

集

約

し
、

第

5

次

発

掘

ま

で

の

準

備

期

間

を

約

１

年

半

見

込

み
、

第

５

次

発

掘

期

間

を

1

9

7

3

年

3

月

と

し

て

全

国

に

呼

び

掛

け

る

こ

と

に

し

た
。

区

分

信州大学文理学部同窓会（1999 ）『信州大学文理学部同窓会報　母校開学五十周年記念特集号』第27号，p.22.

地質学会「2016年度名誉会員　熊井久雄」，https://geosociety.jp/outline/content0176.html

赤羽貞幸（2022）「野尻湖発掘60年の歩みと野尻湖方式」『野尻湖発掘　６０周年記念シンポジウム』，p5．

野

尻

湖

発

掘

年

表

鈴

木

誠

１
９
５
１
～
１
９
７
２
年
度

信

州

大

学

医

学

部

在

任

第1期

ナウマンゾウ臼歯化石の出土層位の究明を目的に始まった調査から、同時代の人類活動の確認へと課題を広げた。

斎

藤

豊

１
９
５
１
～
１
９
８
９
年
度

信

州

大

学

教

育

学

部

在

任

第

12

次

発

掘

第

13

次

発

掘

第

14

次

発

掘

第

15

次

発

掘

第

16

次

発

掘

第

17

次

発

掘

第

18

次

発

掘

第

19

次

発

掘

第

20

次

発

掘

第

21

次

発

掘

第

22

次

発

掘

第

23

次

発

掘

発

掘

100

周

年

19931994199619971998200020012003200620082010202120122014201620182020202120222023・・・2062

平成

5

平成

6

平成

8

平成

9

平成

10

平成

12

平成

13

平成

15

平成

18

平成

20

平成

22

平成

23

平成

24

平成

26

平成

28

平成

30

令和

2

令和

3

令和

4

令和

5

酒

井

潤

一

酒

井

潤

一

酒

井

潤

一

酒

井

潤

一

熊

井

久

雄

熊

井

久

雄

赤

羽

貞

幸

赤

羽

貞

幸

赤

羽

貞

幸

赤

羽

貞

幸

赤

羽

貞

幸

赤

羽

貞

幸

笹

川

一

郎

笹

川

一

郎

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

1498

（6100）
243

855

（3404）
186

573

（2580）

482

（2118）

304

（1285）

245

（1007）

193

（1002）

223

（964）

192

（830）

205

（801）
156210

総勢

25,000

人

線

状

痕
（

解

体

痕

？
）

の

あ

る

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

肋

骨

の

発

見

第

7

回

陸

上

発

掘

仲

町

遺

跡

で

後

期

旧

石

器

時

代

の

石

器

を

多

数

発

見

た

た

き

石
、

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

上

腕

骨

の

発

見

第

8

回

陸

上

発

掘

仲

町

丘

陵

で

後

期

旧

石

器

時

代

の

石

器

を

発

見

化

石

の

産

状

を

詳

し

く

観

察

す

る

調

査

法

を

は

じ

め

る
。

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

左

右

そ

ろ
っ

た

臼

歯

の

発

見

昔

の

な

ぎ

さ

の

場

所

を

発

見

ニ

ホ

ン

ジ

カ

の

足

跡

化

石

の

発

見

ヘ

ラ

ジ

カ

の

化

石

や

哺

乳

類

の

足

跡

化

石

の

発

見

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

切

歯

の

発

見
。

堆

積

環

境

の

解

明

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

臼

歯
、

剥

片

の

発

見

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

肋

骨

や

脛

骨

の

発

見

ヤ

ベ

オ

オ

ツ

ノ

シ

カ

の

上

腕

骨

片

の

発

見

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

臼

歯
、

肋

骨

群

の

発

見

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

た

め

発

掘

延

期

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

た

め

発

掘

延

期

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

た

め

発

掘

延

期

403311522485100819982274800732514706752648441688

総点数

8,5000

点

2

月

　

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

に

改

称

発

掘

調

査

団

事

務

局

が

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

へ

移

る
。

中

期

目

標

Ⅰ

の

設

定

（

野

尻

湖

の

キ

ル

サ

イ

ト

の

様

子

を

明

ら

か

に

す

る
）

3

年

サ

イ

ク

ル

か

ら

2

年

サ

イ

ク

ル

の

発

掘

へ

学

生

参

加

者

へ

の

宿

泊

費

補

助
（

支

援

す

る

有

志

の

会
）

野

尻

湖

発

掘

㊿

周

年

を

記

念

し

て
、

『

野

尻

湖

人

を

も

と

め

て

　

野

尻

湖

発

掘

㊿

年

記

念

誌
』

を

発

行

中

期

目

標

Ⅱ

の

設

定

（

I

区

で

の

発

掘

に

挑

戦

・

キ

ル

サ

イ

ト

の

状

況

証

拠

を

つ

か

む
）

氷

河

時

代

た

ん

け

ん

隊

は

じ

ま

る

⑫

月

　

6

周

年

記

念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

　野尻湖発掘調査団　井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘　1962－1973』，共立出版．

野尻湖発掘調査団（1975）「ナウマン象と野尻湖人　第6次野尻湖発掘の記録」『野尻湖発掘に託す夢』「国土と教育」臨時増刊35号，p70-78．

斎藤豊先生退職記念事業会（１９９０）『旋風65年　信州大学退職記念誌』　

野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて　野尻湖発掘50年記念誌』

野尻湖発掘調査団（2018）『野尻湖のナウマンゾウー市民参加でさぐる氷河時代ー』，新日本出版．

信州大学文理学部同窓会（1999 ）『信州大学文理学部同窓会報　母校開学五十周年記念特集号』第27号，p.22.

地質学会「2016年度名誉会員　熊井久雄」，https://geosociety.jp/outline/content0176.html

赤羽貞幸（2022）「野尻湖発掘60年の歩みと野尻湖方式」『野尻湖発掘　６０周年記念シンポジウム』，p5．

※

こ

の

ほ

か

、
野

尻

湖

発

掘

調

査

団

は

野

尻

湖

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

博

物

館

と

い

っ
し

ょ

に

「
氷

河

時

代

」

、
「
野

尻

湖

」
な

ど

の

キ

ー

ワ

ー

ド

で

、
野

尻

湖

や

そ

の

周

辺

の

地

層

や

自

然

を

観

察

す

る

学

習

会

を

行

っ
て

い

る

。

酒

井

潤

一

１
９
６
０
年
度

信

州

大

学

理

学

部

卒

１
９
６
７
～
２
０
０
１
年
度

信

州

大

学

理

学

部

在

任

近

藤

洋

一

２
０
０
１
年
度

信

州

大

学

大

学

院

理

学

研

究

科

地

質

学

専

攻

博

士

課

程

修

了

発掘調査の課題の明確化に伴っ て化石の産状確認法の確立、地層や化石の堆積環境の解明が進んだ。キルサイトの状況証拠の発見に集中して取り組んでいる。

第３期第４期第５期

のべ人数

86,000人

総点数

85,000点

熊

井

久

雄

１
９
７
１
～
１
９
８
８
年
度

信

州

大

学

理

学

部

在

任

赤

羽

貞

幸

１
９
７
３
年
度
～

信

州

大

学

教

育

学

部

在

任

第

5

次

発

掘

第

6

次

発

掘

第

7

次

発

掘

第

8

次

発

掘

第

9

次

発

掘

第

10

次

発

掘

第

11

次

発

掘

1972197319741975197619771978197919811982198419851987198819901991

昭和

47

昭和

48

昭和

49

昭和

50

昭和
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昭和
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昭和
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昭和

54

昭和

56

昭和

57

昭和

59

昭和

60

昭和

62

平成

2

鈴

木

誠

郷

原

保

真

郷

原

保

真

大

森

昌

衛

大

森

昌

衛

大

森

昌

衛

亀

井

節

夫

亀

井

節

夫

亀

井

節

夫

亀

井

節

夫

野

村

哲

野

村

哲

野

村

哲

野

村

哲

野

村

哲

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

・

内

陸

盆

地

総

研

事

務

局
（

信

州

大

学

理

学

部

内
）

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

・

内

陸

盆

地

総

研

事

務

局
（

信

州

大

学

理

学

部

内
）

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

・

内

陸

盆

地

総

研

事

務

局
（

信

州

大

学

理

学

部

内
）

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

（

相

談

役

・

斉

藤

豊
）

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

信

州

大

学

理

学

部

地

質

学

教

室

1107

（2743）

3672

（10360）
377

2897

（11548）
327

2897

（11277）
344

2377

（11212）
358

1969

（9260）
335

1672

（6831）
298

3

月

　

予

備

調

査

9

月

　

地

質

巡

検

「

月

と

星
」

、

ナ

イ

フ

形

石

器
、

骨

器

の

発

見

3

月

　

湖

底

地

質

調

査

ヴ
ィ

ー

ナ

ス

像
（

？
）

、

生

痕

化

石

の

発

見
。

ラ

ミ

ナ

掘

り

は

じ

ま

る
。

第

1

回

陸

上

発

掘

ナ

イ

フ

形

石

器

と

乾

痕

の

発

見

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

頭

骨
、

ハ

タ

ネ

ズ

ミ

臼

歯
、

昆

虫

化

石

の

発

見

第

2

回

陸

上

発

掘

土

壙
、

爪

形

文

土

器
、

台

形

ナ

イ

フ

の

発

見

黒

姫

駅

で

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

牙

を

発

見

2

・

4

メ
ー

ト

ル

の

牙
、

ヤ

リ

状

木

質

遣

物

の

発

見

日

本

最

古

の

骨

器
（

骨

製

ス

ク

レ

イ

パ
ー

）

の

発

見

第

3

回

陸

上

発

掘

約

2

万

年

前

の

湖

岸

線

の

発

掘
。

隆

線

文

土

器

の

発

見

キ

ル

サ

イ

ト

確

認
、

ス

パ

イ

ラ

ル

剥

片
、

糞

石
（

？
）

発

見

第

4

回

陸

上

発

掘

細

石

器

文

化

の

確

認

骨

製

ク

リ
ー

ヴ
ァ

ー

（

ナ

タ

状

骨

器
）

の

発

見

大

型

偶

蹄

類
（

オ

オ

ツ

ノ

ジ

カ
）

の

足

跡

化

石

確

認

第

5

回

陸

上

発

掘

旧

石

器

時

代

の

礫

群
、

配

石

遺

構

を

発

見

ナ

ウ

マ

ン

ゾ

ウ

の

足

跡

化

石

の

認

定

二

ホ

ン

ジ

カ
、

ス

パ

イ

ラ

ル

剥

片

な

ど

を

発

見

第

6

回

陸

上

発

掘

仲

町

丘

陵

で

後

期

旧

石

器

時

代

の

遺

物

を

発

見

14021015412178174186883842261842934177872338755684415

3

月

　

野

尻

湖

に

有

志

が

集

ま

り

準

備

委

員

会

を

結

成

夜

の

打

ち

合

わ

せ

会

に

て
、

第

4

次

発

掘

ま

で

の

記

録

と

記

憶

を

頼

り

に
、

発

掘

の

方

法

な

ど

を

相

談
。

野

尻

湖

の

水

位

な

ど

の

情

報

交

換
。

最

後

に
、

発

掘

品

の

処

理

の

問

題

に

つ

い

て
、

第

4

次

発

掘

ま

で

の

地

元

信

濃

町

と

の

約

束

で

あ

る
「

研

究

が

終

わ
っ

た

ら

化

石

類

は

地

元

に

返

す
」

こ

と

を

再

確

認

し

た
。

4

月

　

第

四

紀

総

研

地

域

セ

ン

タ
ー

代

表

者

会

議
（

日

本

地

質

学

会

総

会

会

場
）

で
、

正

式

に

準

備

事

務

局

が

発

足

5

月

　

野

尻

湖

発

掘

再

開

が

全

国

に

よ

び

か

け

ら

れ

た
。

5

月

㉑

日

　

第

1

回

野

尻

湖

の

日
。

毎

週

土

曜

日

の

午

後

を
「

野

尻

湖

の

日
（

調

査

団

の

定

例

事

務

局

会

議

の

愛

称
）

」

と

し

て
、

週

一

で

ま

と

め

の

作

業

な

ど

を

進

め

て

い

く

こ

と

が

事

務

局

で

決

定

6

月

㉓

日
～

㉕

日

　

信

州

大

学

学

内

展

示

会

開

催
（

理

学

部
）

専

門

グ

ル
ー

プ

の

発

足

臨

時

拡

大

運

営

委

員

会

を

開

催

し
、

運

営

委

員

会

を

恒

常

的

な

も

の

に

す

る

こ

と

を

確

認
（

教

育

学

部

・

長

野

市
）

野

尻

湖

発

掘

展

3

月

㉕

日
～

㉛

日

　
（

野

尻

公

民

館
）

地

元

信

濃

町

と

の

共

催
。

観

覧

者

総

数

４

６

８

０

名

5

月

3

日
～

6

日

　
（

地

団

研

総

会

会

場

・

京

都

大

学

理

学

部
）

6

日

は

京

都

地

学

教

育

研

究

会

と

共

催

6

月

1

日
～

3

日

　

信

州

大

学

学

内

展

野

尻

湖

友

の

会

発

足

野

尻

湖

発

掘

の

指

導

者

井

尻

正

二

は
、

第

6

次

発

掘

に

先

立
っ

て

目

的

意

識

を

持

ち
、

見

通

し

と

指

導

性

の

あ

る

発

掘

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

宣

言

し
、

そ

の

方

法

論

と

発

掘

調

査

の

計

画

を

提

示

し

た
。

こ

れ

以

後

明

確

な

ビ

ジ
ョ

ン

に

基

づ

く

発

掘

調

査

が

進

め

ら

れ

る

よ

う

に

な
っ

た
。

第

1

回

野

尻

湖

発

掘

ま

つ

り

開

催
（

1

9

9

5

年

の

第

8

回

ま

で

続

く
）

友

の

会

単

位

で

の

発

掘

参

加

7

月

　

野

尻

湖

博

物

館

開

館

信州大学文理学部同窓会（1999 ）『信州大学文理学部同窓会報　母校開学五十周年記念特集号』第27号，p.22.

地質学会「2016年度名誉会員　熊井久雄」，https://geosociety.jp/outline/content0176.html

赤羽貞幸（2022）「野尻湖発掘60年の歩みと野尻湖方式」『野尻湖発掘　６０周年記念シンポジウム』，p5．

郷

原

保

真

１
９
６
４
～
１
９
６
５
年
度

信

州

大

学

文

理

学

部

在

任

１
９
６
６
～
１
９
８
２
年
度

信

州

大

学

理

学

部

在

任

友の会と専門グループを縦と横の組織とする活動スタイルを確立。小学生から大人まで参加の大規模発掘が実現っ て発掘手法の進展が進んだ。

第２期３期

亀

井

節

夫

１
９
５
０
～
１
９
６
２
年
度

信

州

大

学

文

理

学

部

在

任

１
９
８
８
～
１
９
９
０
年
度

信

州

大

学

理

学

部

在

任

野

村

哲

１
９
５
7
年
度

信

州

大

学

文

理

学

部

卒

野尻湖発掘調査団 井尻正二監修（1975）『野尻湖の発掘 1962－1973』，共立出版．
野尻湖発掘調査団（1975）「ナウマン象と野尻湖人 第6次野尻湖発掘の記録」『野尻湖発掘に託す夢』「国土と教育」臨時増刊35号，p70-78．
斎藤豊先生退職記念事業会（１９９０）『旋風65年 信州大学退職記念誌』
野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』
野尻湖発掘調査団（2018）『野尻湖のナウマンゾウー市民参加でさぐる氷河時代ー』，新日本出版．
信州大学文理学部同窓会（1999 ）『信州大学文理学部同窓会報 母校開学五十周年記念特集号』第27号，p.22.
地質学会「2016年度名誉会員 熊井久雄」，https://geosociety.jp/outline/content0176.html
赤羽貞幸（2022）「野尻湖発掘60年の歩みと野尻湖方式」『野尻湖発掘 ６０周年記念シンポジウム』，p5．
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「野尻湖ニュース」

58
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60



第5次発掘以後、調査団の組織化が試みられ、まず専門グループが生まれ、
また第6次発掘後、全国各地につくられた友の会の組織に参加して調査に加
わる方式がとられた。

野尻湖友の会 誕生

野尻湖発掘調査団(1983)『野尻湖ニュース』復刻版No.８.付図-1. 酒井 潤一氏 蔵

61



23

1984（昭和59）年7月 野尻湖博物館開館、1997（平成9）年野尻湖ナウマンゾウ博物館に改称

野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて野尻湖発掘50年記念誌』ｐ22.
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発掘現場での鈴木誠先生

野尻湖ナウマンゾウ博物館 蔵

（中央白い帽子を被っているのが鈴木先生）

63展示案内図へ戻る



野尻湖発掘は、1962（昭和37）年に第1次発掘が始まり、2023（令和5）年

の第23次発掘まで続いています。発掘参加人数はのべ86,000人を超え、野尻湖

人をもとめて子供から大人までが手弁当で集まり、60年もの間つながってきてい

ます。それは、参加者一人ひとりと運営を支えてきた多くの人の力があったから

です。なかでも、信州大学の研究者や学生たちが大きな役割を果たしてきまし

た。

発掘を支えた人びと

64



第1次～第23次発掘参加者名簿
第1次 70人

第2次 150人

第3次 200人

第4次 400人

第5次 1107人

第6次 3672人

第7次 2897人

第8次 2658人

第9次 2377人

第10次 1969人

第11次 1672人

第12次 1498人

第13次 855人

第14次 573人

第15次 482人

第16次 304人

第17次 245人

第18次 196人

第19次 223人

第20次 192人

第21次 205人

第22次 156人

第23次 210人

合計 22311人

参加人数

65★参加者名簿一覧は野尻湖ナウマンゾウ博物館で見ることができます。



発掘風景

① 第9次発掘，② 第8次発掘，③ 第18次発掘，④ 第13次発掘〈①～④野尻湖発掘調査団（2011）『野尻湖人をもとめて 野尻湖発掘50年記念誌』，ｐ２６‐２７．〉
⑤ ～ ⑩ 第23次発掘（大学史資料センター撮影）

⑤

①

⑥

②

③ ⑦

④

⑧

⑨

⑩
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野尻湖発掘調査団（2018）『野尻湖のナウマンゾウ－市民参加でさぐる氷河時代－』，新日本出版，p34. 野尻湖発掘調査団（１９８４）『発掘の手びき 第9次野尻湖発掘』，p7.

発掘の一日
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第23次発掘のご案内

・野尻湖発掘調査団 第23次野尻湖発掘一般参加者募集のお知らせ
http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6199

・「第23次野尻湖発掘」見学のこ案゙内
http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6220

←「第23次野尻湖発掘」見学のこ案゙内チラシ↓

※第24次発掘は2025年3月の予定です。最新情報をご確認ください。

あなたも仲間になりませんか！
発掘に参加してみたい方はこちらをご覧ください

＜野尻湖ナウマンゾウ博物館Web サイト「楽しい野尻湖発掘」＞

68

http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6199
http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6199
http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6220
http://nojiriko-hakkutsu.info/archives/6220


信州鎌

江戸時代から古間村・柏原村

（現信濃町）で作られた特産

品の鎌。本来は草取り用だが、

発掘では地面を薄くはがすた

めに使われる。

手ぼうき

削った地面を観察するために不要

な砂や土を払うために用いる。

竹べら・木べら

出土した化石等の土を払ったり、

化石等をはがす際に用いる。

色鉛筆

発掘現場で遺跡や遺

物をスケッチする際

に用いる。

酒井 潤一氏 蔵

魚沼ハンマー

新潟県の鍛冶屋の特注品。

本来の用途は山菜掘りの

道具。

展示資料 No.20 発掘時の道具
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ショルダーバッグ、帽子（第17次発掘）、鉛筆、参加者証、名札。

さまざまな記念品が作られた。

酒井 潤一氏 蔵展示資料 No.21 発掘記念品

70展示案内図へ戻る



トピック
～発掘調査に参加した人びとの思い出～

トピック
～発掘調査に参加した人びとの思い出～
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72

発掘に参加した方々からお寄せいただいたエピソードをまとめました。

ご覧になりたいエピソードをクリックしてください。
エピソード（原文ママ）

野尻湖発掘の思い出



73

エピソード一覧に
もどる



74

エピソード一覧に
もどる



75

エピソード一覧に
もどる
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エピソード一覧に
もどる
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エピソード一覧に
もどる



1/3

78



2/3 3/3
79

エピソード一覧に
もどる



80

エピソード一覧に
もどる
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エピソード一覧に
もどる



82

エピソード一覧に
もどる



酒井氏には、企画展において、発掘調査の道具や記念品などを
多数ご提供いただきました。

83

「私も野尻湖発掘に参加しました！」
という方は、こちらのフォームから
エピソードをお寄せください。

エピソード登録フォーム「野尻湖発掘の思い出」

https://forms.gle/ykE3bcxdUUHxLVVS7

エピソード一覧に
もどる

https://forms.gle/ykE3bcxdUUHxLVVS7


展示資料 No.22 東北信・信濃町友の会の旗（第23次野尻湖発掘）

2023（令和5）年3月

東北信野尻湖友の会事務局

友の会ごとに作られる旗は、参加者が発掘へ

の意気込みなどを書き込み、発掘期間中は竿

に付けて現場に掲げられる。ゾウの鼻と頭で

第「23」次発掘を表したのは学生のアイデア
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運営委員会と係・班の組織図
１１の専門グループ

小学生から専門家まで能力や経験に応じて参加者全員で分担する。
必ず一人一つはどれかの仕事を担当し、責任をもって仕事をすることが
野尻湖発掘の基本となっている。
係と班の種類に変化はあるが、基本的な構造は変わらず現在まで続い
ている。

野尻湖発掘調査団には、地層や化石の調査を通して氷河時代の野尻湖とその周辺のようすを
あきらかにするための１１の専門グループがある。

出典：野尻湖発掘調査団（１９８６）『一万人の野尻湖発掘』築地書館，p139.

出典：野尻湖発掘調査団（１９８６）『一万人の野尻湖発掘』築地書館，p21.
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展示資料 No.23 野尻湖発掘の記録映像

1．野尻湖発掘の記録 第6次野尻湖発掘（1973（昭和48）年、32分)

https://www.kagakueizo.org/movie/animal/212/

2．野尻湖人を求めて 第10次野尻湖発掘（1987（昭和62）年、34分)

https://www.kagakueizo.org/create/other/213/

3．野尻湖文化を求めて 第13次野尻湖発掘（1997（平成9）年、38分)

https://www.kagakueizo.org/movie/animal/293/
（1 ～ 3 ： 科学映像館 配信映画）

4．野尻湖発掘に参加して zoom インタビュー（2023（令和5）年 10 月13日、29分）

協力：教育学部 理科教育コース 層位構造地質学研究室

（信州大学動画チャンネル）

87展示案内図へ戻る

https://www.kagakueizo.org/movie/animal/212/
https://www.kagakueizo.org/movie/animal/212/
https://www.kagakueizo.org/create/other/213/
https://www.kagakueizo.org/create/other/213/
https://www.kagakueizo.org/movie/animal/293/
https://www.kagakueizo.org/movie/animal/293/
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2024/06/-zoom.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2024/06/-zoom.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2024/06/-zoom.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2024/06/-zoom.html


おわりにおわりに
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野尻湖発掘のめざすもの

1962（昭和37）年から60年にわたって続けられてきた野尻湖発掘。研究はみんなで平

等の立場で行うこと、地元との関係を大切にすること、発掘によって得られた成果を共有

する中で新しい課題を見出すこと、友の会と専門グループの有機的なつながりの中で、参

加者がそれぞれの役割を見出して主体的に参加すること、これらが野尻湖発掘を支えてき

た基本的な姿勢で、「野尻湖方式」と言われています。このフラットな調査・研究体制を

支えたのが信州大学の教員、学生、卒業生でした。ナウマンゾウの臼歯の出土層位の確認

から始まった発掘調査は、旧石器時代の人類が野尻湖周辺に実在したことの証明を課題に

掲げるに至っています。60年の歴史を踏まえつつ、基本に立ち返って発掘体制の再点検を

行い、多くの人に発掘の魅力を伝え、中期計画に基づく調査を進め、より多くの人と情報

を共有するためのデータの公開とデータベースの構築などを課題として次の60年へと歩み

始めています。これまでにも増して、信州大学人の活躍がいっそう求められています。
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参考文献 （書店や図書館で手に入りやすいものをあげています。 ）

・『野尻湖のナウマンゾウ－市民参加でさぐる氷河時代－ 』 野尻湖発掘調査団著，新日本出版社，２０１８.

・『増補版 象のいた湖－野尻湖発掘ものがたり－ 』 野尻湖発掘調査団著，新日本出版社，１９９２.

・『ナウマンゾウの狩人をもとめて』 野尻湖ナウマンゾウ博物館著，新日本出版社，１９９２．

・『新版 野尻湖のぞう』 井尻正二・金子三蔵著，福音館書店，１９７６.

〇専門的な情報を知りたい方は、野尻湖ナウマンゾウ博物館発行の報告書を参照ください。

・『野尻湖博物館研究報告』（１号～４号 １９９３年～１９９６年）

・『野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告』（５号～３０号 １９９７年～２０２２年）

参考：http://nojiriko-museum.com/?page_id=93 （野尻湖ナウマンゾウ博物館Webサイト）
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付記

野尻湖ナウマンゾウ博物館・野尻湖発掘調査団から資料・情報の提供をいただき、展示

に関するご教示もいただきました。特に野尻湖ナウマンゾウ博物館長近藤洋一氏、元調査

団長・信州大学名誉教授 酒井潤一氏・赤羽貞幸氏、信州大学教育学部准教授竹下欣宏氏

には多くの情報をいただきました。なお、野尻湖発掘をテーマに市民参加の調査について

研究した土屋正臣著『市民参加型調査が文化を変える―野尻湖発掘の文化資源学的考察』

（美学出版 2017年）は、本展示を実施するに際して参照しました。

（文責：福島正樹）

91



大学史資料センターでは、信州大学の歴史を将来に伝えていくために本学に関する
資料を収集しています。皆様がお持ちの資料をぜひご提供ください。 ご提供

いただいた
資料の一部

教科書講義ノート

アルバム課題レポート

スナップ写真

バックル・徽章 卒業証書 演劇ポスター

大学祭パンフレット

学生新聞

募集要項・受験票

◉資料提供の手続きにつきましては、大学史資料センターのWebサイトをご覧ください。

2024年3月末時点で約7000点の資料をご寄贈いただきました。
ご提供いただきました方々に、厚く御礼を申し上げます。
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